2009年度夏学期（木１・長谷川寿一・斎藤慈子）

適応行動論試験問題

持ち込み・参照：一切不可

解答時間：70分／解答用紙1枚：両面使用不可

●マークシートの学生番号は左詰め（末尾のアルファベットは不要）
○記述問題（解答用紙を使用）

次の項目について、簡潔に説明せよ。２問とも解答のこと。

　　１．実効性比

　　２．繰り返しのない（１回限りの）囚人のジレンマゲーム
○マークシート問題（全部で30問）
(1)～(17)の用語、人名、事項にもっとも関連する適切な項目の番号を一つ選びマークシート欄にマークせよ。

(1) Ｍ．ミードに対する批判
１．ＩＱデータのねつ造　 ２．性差別的発言　 ３．優生主義への加担　 ４．情報提供の不正確さ

(2) チャールズ・ダーウィン
１．性淘汰説　 ２．中立説　 ３．カティーサーク号　 ４．ハーバード大学

(3) ハミルトンの法則

１．Ｃ＞ｒ・Ｂ　 ２．Ｃ＜ｒ・Ｂ　 ３．Ｃ＞ｒ・Ｂ－Ｄ　 ４．Ｃ＞ｒ・Ｂ＋Ｄ

(4) 群淘汰説

１．レミングの集団自殺　 ２．チスイコウモリの助けあい　 ３．クジャクの尾羽　 ４．クマノミとイソギンチャクの共生

(5) ヴィクトリア湖のシクリッド
１．互恵的利他行動　 ２．アフリカ淡水魚の祖先型　 ３．急速な種分化　 ４．発光淡水魚

(6) オスによる子殺し

１．カッコウ　 ２．ハヌマンラングール　 ３．近親婚　 ４．個体密度の調整

(7) 社会性昆虫
１．ダンゴムシ　 ２．シロアリ　 ３．ナナフシ　 ４．テッポウエビ

(8) コミットメント感情
１．損得勘定　 ２．なぐさめ　 ３．もらい泣き　 ４．かたい信念

(9) ハチの姉妹間の血縁度
１．ｒ＝0.75　 ２．ｒ＝0.5　 ３．ｒ＝0.25　 ４．ｒ＝0.125

(10) 適応度の指標
１．経済成功度　 ２．配偶者の数　 ３．生存する子の数　 ４．体力

(11) 遺伝的浮動
１．適応進化　 ２．中立進化　 ３．文化進化　 ４．自然淘汰

(12) 最後通告（交渉）ゲームで、自己利益追求モデルが予測する第１プレイヤーの取り分（率）
１．100%　 ２．99%　 ３．75%　 ４．67%　 ５．50%

(13) 殺人率の年齢の効果を予測する進化理論
１．群淘汰理論　 ２．文化進化理論　 ３．性淘汰理論　 ４．血縁淘汰理論

(14) アマゾンに暮らす戦闘的な伝統小規模民族
１．ヤノイモ　 ２．マサイ　 ３．クン・サン　 ４．ダニ

(15) しっぺ返し戦略（TFT）のもつ特性
１．初対面時には非協力　 ２．相手の手を２回繰り返す　 ３．短気だが寛容　 ４．執念深い

(16) 心はアーミーナイフ
１．戦争に適した攻撃性　 ２．心の万能性　 ３．囚人のジレンマ　 ４．領域固有的な心理

(17) 動物では観察報告がない２者間の社会交渉
１．利己的行動　 ２．利他行動　 ３．相互扶助行動　 ４．意地悪行動

――――――――――――――――――――――――――――――――――――
(18) 性に関する次の記述で正しいもの一つ選べ。

① すべての有性生殖をする生物の性別は、性染色体によって決定される。

　 ② 雌雄同体の生物は自家受粉する。

　 ③ オスの作る配偶子はメスのそれに比べ運動性が高い。

　 ④ 受精卵が放置され、死んだり捕食されたりしたときの損失は、オスのほうが大きい。

(19) 配偶行動に関する次の記述で正しいものを一つ選べ。

　 ① ショウジョウバエのメスは、より多くのオスと交尾するほど、繁殖成功度が上がる。

　 ② ニワトリのメスは、好まないオスに交尾されてしまうと、そのオスの子を必ず産むことになる。

　 ③ 鳥類の95%は社会的にも遺伝的にも一夫一妻である。

　 ④ トンボのタンデム飛行は、配偶者防衛である。

 (20) プレーリーネズミに関する記述として正しくないもの一つを選べ。

　 ① オスは一度交尾した相手よりも新奇なメスを選好する。

　 ② バソプレシンをオスの脳室内に投与すると投与時同居していたメスを選好するようになる。

　 ③ 父親も子育て運動をおこなう。

　 ④ オキシトシン受容体遺伝子をノックアウトしたメスは、子育て行動が野生型よりも劣る。

 (21) 色覚に関する次の記述のうち正しいものを一つ選べ。

　 ① 哺乳類は基本的に２色型色覚である。

　 ② ほとんどの霊長類は３色型色覚を持っている。

　 ③ 新世界ザルのほとんどの種では、オスもメスも２色型色覚の個体と３色型色覚の個体が混在している。

　 ④ 旧世界ザルにおける色盲・色弱個体の割合はヒトのそれより高い。

 (22) 同環境で育った双生児研究において、ある形質の一卵性双生児の類似度が0.78、二卵性双生児の

類似度が0.55だったとき、その形質の個体差における遺伝の寄与率を求めよ。

① 0.38　　② 0.42　　③ 0.46　　④ 0.50

 (23) 現生の霊長類に関する次の記述のうち正しいものを一つ選べ。

　 ① 原猿類はマダガスカル島にのみ生息する。

　 ② 最大の霊長類の体重は最小の霊長類の体重の５千倍以上である。

　 ③ 現生の霊長類のほとんどは昼行性である。

　 ④ 小型の霊長類は主に葉食である。

 (24) 次のうち霊長類の一般的特徴とは言えないものを一つ選べ。

　 ① 熱帯、亜熱帯の森林に生息する。

　 ② 目が比較的大きく、顔面の前方に位置する。

　 ③ 親指と他の４本の指が向き合っている。

　 ④ 道具を使う。

 (25) 類人猿に関する次の記述のうち正しくないものを選べ。

　 ① テナガザルは、成長するとオスもメスも生まれた群れから出る。

　 ② チンパンジーの群れ内のメス同士の絆はオス同士のそれに比べ弱い。

　 ③ オランウータンのオトナオスのなわばりは、オトナメスのなわばりと同じ広さである。

　 ④ ゴリラでは、シルバーバックというオスが群れのメスを独占して交尾をする。
注意：以下のことを怠った場合には、不正行為として取り扱われることもある。
・試験中は、本人確認のため、常に学生証を机の上に置いて受験すること。

・机の上には、学生証の他、筆記用具、時計、教員から特に認められたもの以外は置かないこと。

これ以外の物は見えることのないよう鞄等に収納した上で、机の中、脇の椅子または床の上に置くこと。

・携帯電話等は必ず電源を切って鞄等にしまうこと。携帯電話等を時計や電卓の代わりに使用してはならない。

・解答用紙や計算用紙は所定の枚数を超えて取ってはならない。答案を提出せずに持ち帰ってはならない。

・試験監督並びに科目担当教員の試験に関する指示に従うこと。明らかに試験に支障を来たす行為は行ってはならない。
